


取り組み背景と現在の活動

一般社団法人リスク対策支援協会での活動を通じ、企業が抱えるリスクを
多く目の当たりにし、ツール提供を含め対策のお手伝いをして参りました。

一方で、「リスク」とは企業や大人のみの問題なのか。という疑問を抱き、
まずは「子供」に着目しました。

そこでメディアを含め注目されていた「NPO法人若者メンタルサポート協
会」の代表である岡田氏と出会いを通じ、相談員をさせて頂くようお願い
したところから本取り組みを始めております。

現在は理事兼相談員として子供達に寄り添いながら、得意分野であるSNS
トラブルの解決、経営者時代での経験を活かした将来設計のアドバイスに
加え、NPO法人に入る問い合わせ内容の分析などに取り組んでおります。



若者メンタルサポート協会の
活動につきまして



代表理事プロフィール
岡田沙織

NPO法⼈若者メンタルサポート協会 理事⻑
株式会社Tell Me Agency 共同代表取締役
⼀般社団法⼈レディースメンタルサポート協会 代表理事
あすぷろ実⾏委員会 理事

・幼少期から波瀾な⼈⽣を送り、両親の離婚・孤独な幼少期・いじめ・ドラッグ・
⾃殺未遂・15歳で⽔商売・リストカット・レイプ・家出・ＤＶ・刺⻘・離婚・鬱病・⽣活保護・⽗
親の裏切り等々、その他数々の経験をする。
2010年から⼼理学やスピリチュアルを学び、2012年から⾃⾝の経験を活かして悩める若者の２４時
間LINE相談活動を始め、2015年NPO法⼈若者メンタルサポート協会を設⽴。
ブログ「⼼が楽になる魔法」で⼈⽣を変えるメッセージを発信しながら、波瀾な⽣い⽴ちも⾚裸々に
公表し、 虐待や様々な家庭環境に苦しむ若者から⽉に４万通を超える相談が寄せられ、今なお増え
続けている。
全国での講演活動や執筆、渋⾕クロスFMでラジオパーソナリティを務めるなど幅広く活動し、⻑年
の活動実績から様々なSOS⾏動をする若者をタイプ別に独⾃に分析した岡⽥メソッドでのカウンセ
ラー養成講座も好評を 博し、⼦どもの気持ちに寄り添えるカウンセラー育成にも⼒を⼊れている。
また、⼦ども達が⽣きづらさを抱え⾃⼰肯定感を持てない原因の多くは親⼦関係にあることから、⼼
のプロを 増やすカウンセラー育成とマネジメント業務を⾏う株式会社の共同代表と、悩める⼥性を
⽀援する団体の代表理事も務め、親や⼤⼈たちの⾃⼰肯定感を上げるための活動にも尽⼒している。
著書に「あなたは何も悪くない（サンマーク出版）」がある。



メディア出演実績



メディア出演実績



メディア出演実績



若者メンタルサポート協会の主な活動

若者の
心と身体の
居場所作り

対面
カウンセリング

２４時間
LINE相談

毎月の
イベント子供達向け

研修会

みんなの家
オンライン 同行対応等



LINE相談活動

NHKおはよう日本にて
ボランティア相談メンバー
が取り上げられました



渋谷 クロスFMにて
岡田沙織のひとりじゃないよ

元横浜市⻑ 中⽥宏様
をゲストにお迎え

元厚⽣労働副⼤⾂
⾼⽊美智代様



渋谷 クロスFMにて
岡田沙織のひとりじゃないよ
中原と岡⽥による
ラジオ対談

⼦供のSNS問題について議論致しました



Abema TV『Wの喜悲
劇』



読売新聞 論点スペシャル



若者の自殺を
抑えることが
最重要



© 2020 NPO法⼈若者メンタルサポート協会

経済、企業経営は顕在化している既知の問題であり、対策は国が処するところである。
しかし、潜在的に増加傾向の問題がある。それは家庭における⼦どもの“居場所がない”問題。

顕在化していない“家庭の問題”

15

昨年5⽉SNS相談件数
3051⼈
23000通

今年の数字



可哀想な子では、
決して無いということ

同情よりも、必要なのは寄り添って
理解するということ



コロナ禍で居場所を作るために



様々な家庭環境によって
親からの愛が不足する若者に
家族を感じられる時間を提供し
家族のように寄り添いながら
その子の可能性を認め伸ばし
自ら自立して
社会へ飛び立てるよう
サポートをしています



ご提案内容



自販機の収益の中からＮＰＯ法人の活動費を
協賛頂き、若者達救済の資金とさせて頂きます。

飲料1本の売上から●円を寄付

自社で契約・設置している自販機で子供達を
救って頂けませんか？？

「子供達へ手を差し伸べるCSR活動」



⾃動販売機の売上の⼀部が⼦供達を救う活動の資⾦となります。

また、⾃動販売機にこちらの広告を掲載することで、より多くの⼦供達の⽬に
留まり、気軽に相談できる環境を作ることが出来ます。
※DVをしている⼤⼈達への抑⽌効果も⾒込まれます。



⼦供達は⼦供達なりに多くの深い悩みを抱えています。
その原因の⼤半が⼤⼈達、つまり我々の可能性があるんです。

そういった⼦供達に⼿を差し伸べ、寄り添い救う活動にご協⼒ください︕



SDGｓの取り組み
「SDGs（エスディージーズ）」とは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発⽬標）」の略称で
あり、2015年9⽉に国連で開かれたサミットの中で世界のリーダーによって決められた、国際社会共通の⽬標



１，貧困をなくそう
３，すべての人に健康と福祉を
４，質の高い教育をみんなに
５，ジェンダー平等を実現しよう
１０，人や国の不平等をなくそう
１６，平和と公正をすべての人に



協力団体



協会概要
⼀般社団法⼈防災・防犯⾃販機協会は、全国の地域優良オペレーター（⾃販機管理業者）が共同出資して清涼飲料⾃

販機業界の未来を創造するために設⽴された株式会社ホーキング（代表取締役 宮岡 皓 兼任）が⺟体となり、より地域
社会に貢献する清涼飲料⾃販機業界のあり⽅を具現化するために設⽴した団体です。株式会社ホーキング(設⽴2002年
12⽉12⽇ 資本⾦9950万円 代表取締役 宮岡 皓)では17年間、⼀貫して清涼飲料⾃販機を活⽤してロケーションオー
ナー様（設置場所の地権者）に、ただ清涼飲料⾃販機を提供するに留まらない付加価値サービスを提供してまいりまし
た。公衆無線ＬＡＮ、EX充電器、デジタルサイネージなど様々な付加価値を提供する中で、近年、特に⾃治体を中⼼と
した地域の要望として防犯カメラの設置を依頼されることが多くなりました。その要望に答えるため、特に防犯と防災
に寄与する⾃販機サービスを提供する取り組みを、本協会は担っています。

■協会名 ⼀般社団法⼈防災・防犯⾃販機協会

■設⽴ ２０１４年１⽉２４⽇

■代表理事 五味 隆介

■事務局 〒143-0015
東京都⼤⽥区⼤森⻄7-5-13 三常ビル2階 URL:http://www.jaoc.jp

■事業内容
・防災・防犯⾃販機プロジェクトの企画・運営
・ベンダープロデュース・統⼀管理業務代⾏・営業
・飲料⾃動販売機を活⽤したその他ベンダーソリューションの企画・開発・販売

■提携企業（順不同）
⼤⼿飲料メーカー各社、綜合警備保障株式会社、株式会社ホーキング及び全国ホーキング参加オペレーター各社他

http://www.jaoc.jp


導⼊実績
●埼⽟県ふじみ野市
市内複数箇所の⾏政施設に防災防犯⾃販機及び防犯カメラを設置し、街の安⼼安全に寄与

●⽯川県⽩⼭市
市内複数箇所の⾏政施設に防災防犯⾃販機及び防犯カメラを設置し、街の安⼼安全に寄与

●和歌⼭県⽇⾼川町
町内数カ所に⾃販機を設置、公⺠館の外に防犯カメラを設置し、⻘少年のいたずら、⾮⾏を抑⽌

●京都府
京都市内中⼼街のコインパーキング約２０箇所に⾃販機を設置し、市内通学路など１２箇所に防犯カメラを設置し、
登下校の安⼼安全に寄与

●埼⽟県新座市
市内複数箇所の⾏政施設に防災防犯⾃販機及び防犯カメラを設置し、街の安⼼安全に寄与

●東京都府中市
市内複数箇所の⾏政施設に防災防犯⾃販機及び防犯カメラを設置し、街の安⼼安全に寄与

●川崎市北部市場
公設市場内に７台の⾃販機を設置し、防犯カメラを市場内の２箇所に設置し、発泡スチロールなどの不法投棄を抑⽌

●船橋市船橋アリーナ
施設内に⾃販機１０数台を設置し、⼤型電光掲⽰板を設置し、防災活動啓蒙及び地震速報を通知
他多数

●茨城県守⾕市
●福岡県⼤川市
●埼⽟県本庄市
●和歌⼭県海南市
●岩⼿県⼀関市



⼦供救済⾃販機プロジェクトについて
⾃販機を活⽤した若者達に⼿を差し伸べるプロジェクト

このプロジェクトは、⾃治体や地域・企業が主体となり、⾃販機の全国ネットワークを持つ⾃販機オペ
レーター事業者組合（jAOC)と、若者達救済の活動をしているNPO法⼈（若者メンタルサポート協会）
とリスク対策⽀援をおこなう協会（リスク対策⽀援協会）にて、多くの⼈の⽬に触れる⾃販機からの収
益と飲料メーカー協賛を財源に、⼦供達に⼿を差し伸べる持続可能な共助型社会サービスです。

利⽤することで地域
の安⼼安全に貢献

費⽤をかけずに・・・
・⼦供達に⼿を差し伸べられる
体制づくり

・虐待を減らす体制づくり
・⼦供達に寄り添える街

⼦供達の相談窓⼝に認知・DV被害の抑⽌に
役⽴つ⾃販機を設置して⾃殺抑⽌の推進

飲料購⼊

場所提供

（活⽤例）
・⼦供達への認知活動
・⼤⼈達（親）へのDV抑⽌
・⾃殺者対策 など

⾃治体
企業

利⽤者

防災・防犯⽀援システム
設置運営

必要な経費を全額協賛
災害時飲料無償提供
⾃販機に防犯啓蒙広告
⾃販機の設置・運⽤・管理

LINE相談
⾯談対応
イベント開催
リスク対策



【本サービスの特徴】

１．⾃販機は⾃販機オペレーションのプロJAOCが安⼼安全な設置・管理・運⽤を⾏います

２．⾃販機は災害対応機種/キャッシュレス対応機種を導⼊致します
※機種や⽴地によってはキャッシュレス対応が難しい場合があります

３．⾃販機でNPO法⼈の案内を掲載し啓蒙活動を呼びかけます

４．⾃販機にDVに関連する内容を掲載することで、⼤⼈達に対する認識を促し、
地域全体のDV抑⽌に繋げます（ラッピングや窓枠広告）

５．ご協⼒頂いた企業様の社名を掲載しますのでCSR活動の⼀環としてブランディングが可能です

６．毎⽉の電気代や⾃販機の設置費⽤は当⽅で負担しますのでコストがかかりません

7．災害時に飲料を無償提供いたします

●現在設置されている⾃販機をそのまま使⽤するパターン（前⾯の広告部分にCSR活動を掲載）
●現在設置されている⾃販機を新しい機械に⼊れ替えるパターン
（ラッピングと広告部分によるCSR活動を掲載）
●新たに設置するパターン
（ラッピングと広告部分によるCSR活動を掲載）

上記いずれのパターンにせよ、⼀般社団法⼈防災防犯⾃販機協会及び関連企業の連携により、
⾃販機及び⾃販機巡回体制を活⽤し、負担⾦ゼロで整備⽀援します。

導⼊費⽤ゼロ＋運⽤費⽤ゼロです︕



体制図について

自販機設置場所の選定
子供達支援自販機設置

企業・⾃治体など

防犯・防災設備機器の

無償提供

対面対応

自販機運用・設備軽保守
大手飲料メーカー
大手オペレーター

企画・防災防犯⾃販機管理取纏め

⼦供達⽀援⾃販機サービス

設備機器の軽保守・
メンテナンス

イベント開催

⼦供達対応担当大規模災害時清涼飲料の
無償提供

LINE窓口

全体取纏窓口



実施に向けた具体的なアクションと流れ

・現地調査及び撮影
・場所ごとにメーカー・機器選定
・提案書の作成
・全体予算収⽀⾒積

⾃販機を設置したい場所のリストアップ
（所定のシートに⾃販機に関するご希望内容などを記⼊いただきます）

防災防犯⾃販機協会
（jAOC)

ご⽤意いただきたいのは以下２つのリスト。あとはJAOCが現地調査して提案を纏めます

１．現在メーカー等と契約している契約書の写し
２．直近12ヶ⽉分の明細書



⼦供達の未来を守るために
地域の認知・啓もう活動に寄与できること願っています。


